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桁下空間の少ない橋梁の定期点検方法の現場検証

道路橋定期点検要領においては、「定期点検は、近接目視により行う。必要に応じて触診や打音等の非破壊検査等を併用」となっている。交通量が多
い場合や桁下空間が少なく橋梁点検車や足場の使用が困難な場合に使用する水上作業台（小型ポンツーン）について現場で検証した。
対象橋梁は、河口付近の２連ボックスカルバートで満潮時は頂版下面から水面までの内空高さが約１．４ｍとなる橋梁であった。

①４ｔユニック車による台船運搬

水上作業台（小型ポンツーン）使用の手順

① ４ｔユニック車による水上作業台運搬：４ｔユニックで陸送できる寸法であり、汎用性は高い。

② ４ｔユニックによる水上作業台組立て：組立寸法は、４ｍ×２．８ｍであり、河川近くでの平場を要する。

③ 河川内への水上作業台投入：介錯ロープを用いて、慎重に着水させる。

④ 点検員の乗込み：乗員は、ライフジャケットを使用し、梯子にて水上作業台に乗込む。

⑤ ロープによる点検箇所への移動：ロープはあらかじめ、移動箇所及び点検順序を想定し、事前に固定しておく。

⑥ 点検作業の開始：ロープで点検箇所へ移動し、乗員がロープを固定する（低い脚立も使用できる）。

②４ｔユニックによる台船組立て ③河川内への台船投入

④点検員の乗込み ⑤ロープによる点検箇所への移動 ⑥点検作業の開始

沖縄県建設技術セ
ンター立会の元に
台船での点検作業
について、確認した。
・通常のボートに比
べ揺れは少ない。

ﾗｲﾌｼﾞｬｹｯﾄの着用

牽引ロープ

台船は、発砲スチロールを鋼製アングルで固定し
たもので大きさは2ｍ×2.8m×高さ60cm（2台）

牽引ロープの牽引は、2名で行った。

台船2台を地上にて連結

台船の揺れ具合の確認

満潮時

約１．４ｍ


